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DuMA ニュースレター                                 ２０２１年１月１１日 

豪雪時の地震災害 

コロナの収束が見えない状況が続いています。首都圏だけでなく、全国各地に緊急事態宣言が拡大

されそうな状況です。それに加え大寒波が襲来しています。今もし、ここに地震が加われば、まさに複合

災害となってしまいます。 

 今年は東日本大震災から丸１０年の年ですが、実は「忘れられた震災」というものがあるのです。３月

１１日の翌日の１２日に長野県でマグニチュード（M）6.7の長野県北部地震が発生しました。 この地震

は東日本大震災の余震ではなく、東日本大震災に誘発された地震です。つまり平年以上の積雪に覆

われた山間地を M6.7、最大震度 6強の揺れが襲ったのです。 

国道や県道は被災し、いくつかの集落が孤立。積雪のための建物崩壊も発生しました。最も被害が

大きかった長野県下水内郡栄村の「栄村震災記録集」は当時の被災状況を生々しく伝えています。 

http://www.vill.sakae.nagano.jp/fs/3/7/3/5/_/document.pdf 

 特徴として積雪のために、発生直後にどの程度の建物被害やインフラの被害が出たのかの確認に多

くの時間を要しました。積雪期に地震が発生しますと、家屋が積もった雪の重さで倒壊するなどの想定

以上の被害が出る事があるのです。古くは安政東海地震で、福井県や岐阜県で積雪が影響したと思わ

れる潰家が多く報告されています。このような観点からもやはり地震防災の鍵は「自分の住む家が強い

事」なのです。たとえ地震予知が可能となっても、地震そのものの発生は防げません。耐震補強は一朝

一夕には出来ませんので、平時に耐震補強を行なっていく事が避難所でのコロナ感染等を防ぐ効果も

あるのです。 

 

感染症蔓延時の避難チェックリスト例 

 

首都圏の地下天気図® 

 
今週は昨年１２月７日のニュースレターに続き、首都圏に特化した地下天気図です。今週は１月７日時

点の L タイプおよび M タイプの地下天気図を掲載します。L タイプ、M タイプとも相模湾を中心とした地
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域に共通の静穏化の異常が出現し、それがさらに広がっているように見えます。特に M タイプは地震活

動静穏化を効率的に検出するアルゴリズムのため、異常の領域が首都圏に大きく広がっている事が見

てとれます。 

 

 

 

 過去の経験則が正しければ、地震が発生するのは異常の中心というより、異常の周辺部である事が多

くあります。今週の地下天気図解析では、深さ２００ｋｍまでのマグニチュード２以上の地震を用いて解析

していますが、昨年１２月２１日のニュースレターの地下天気図解析は、深さ６０ｋｍまでに発生したマグ

ニチュード１．５以上の地震を用いて解析しています。 
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 重要なのは、複数のパラメータの組み合わせで解析して、関東地方南部には顕著な地震活動静穏化

の異常が検出されている事で、この異常の信頼性はかなり高いと考えています。 

 次にお示しするのは、地下天気図の時間変化のグラフです。図中の■の地点における時系列です。

昨年１２月７日のニュースレターに掲載した図と比較しますと、さらに静穏化が進んでいるのが確認でき

ます。 

 

 

地震学で標準の解析法ではこの異常はどう見えているのか？ 

 地震学で地震活動の静穏化を検出する代表的な手法は、ある地域の地震発生の積算数グラフを用

いる方法です。コロナで言えば、その地域の患者発生の合計数の推移のグラフとなります。今回は次の

図で青色の線で囲んだ多角形の中の地震発生数を積算してみました。 
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 前ページの多角形で囲んだ地域の２０１８年以降の地震発生積算数のグラフが次のようになります。 

 

  不思議な事に、このような解析を行いますと、地震活動の変化（特に静穏化）は、ゆっくりと始まるの

ではなく、ある日突然に始まるように見えるのです。 

 今回の例だけでなく、なぜ“静穏化が突然始まる”ように見えるかは、地震学にとってまだ解明されてい

ない不思議の一つです。 

 今回の南関東の地震活動静穏化は、古典的な解析手法でもはっきると見る事が出来、その意味でも

確度の高い異常である事がわかります。 

 ただ、注意しなければならないのは、このような地震活動静穏化が発生しても必ず大地震が発生する

という事では無いという事なのです。一旦解消し、その後静穏化するという事を繰り返す事も過去には観

測されています。 

 

 重要なのは、現在南関東の地震活動は「明らかに通常とは異なる」状態である事を認識しておく事だ

と思います。 
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